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要旨：現在，カーボンニュートラルの実現を目指す取り組みとして，セメント代替として高炉スラグ微粉末

の積極的な利用が進められている。また，資源循環の観点から再生骨材の利用が推奨されている。一方，都心

部では夏の暑さが課題となっており，東京都を中心に舗装によるヒートアイランド対策が取り組まれている。

本研究は，使用骨材の全てを低品質再生骨材とし，結合材には副産物由来の高炉スラグ微粉末とアルカリ刺

激剤によるアルカリ活性材料を用いた環境配慮型コンクリートの路面温度上昇抑制型インターロッキングブ

ロックへの適用性について検討を行った。その結果，適用可能性があることが明らかとなった。 
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1. はじめに 
 現在，2050 年までにカーボンニュートラルの実現を目

指す取り組みが世界的に行われている。その実現のため

の方策として，CO2 排出量が多いとされている普通ポル

トランドセメント(OPC)の代替えとして，製鉄所の副産

物である高炉スラグ微粉末(GGBFS)を用いることにより，

大幅な CO2 排出量の削減が可能となる 1)。一方，代表的

な建設副産物であるコンクリート塊は，その 90%以上が

舗装用の再生路盤材料として使用されている。その他，

コンクリート用再生骨材としての利用が期待されている

が，その利用実績は限られている 2)。 

筆者らは，使用骨材の全てに再生骨材 L (JIS A 5023 附

属書 A)程度の低品質再生骨材を用い，結合材には

GGBFS とアルカリ刺激剤(Alkaline Activator: A)によるア

ルカリ活性材料(Alkali Activated Materials: AAM)3)を用い

た環境配慮型コンクリートの実用化に向けた検討を進め

ており，舗装の下層路盤として適用できることが確認さ

れている 4)。また，都心部では地球温暖化の影響により，

猛暑日や熱帯夜が増加すること等，夏の暑さが課題とな

っており，道路における対策として保水性舗装の本格的

な導入 5)等のヒートアイランド対策が取り組まれている。

最近の研究では，GGBFS は環境配慮型コンクリートの結

合材としてのみでなく，ヒートアイランド現象抑制に有

効な保水材として使用されている事例 6)がある。また，

結合材としての GGBFS を OPC に対して 75%置換と大量

に置換したコンクリートを大型プレキャスト部材への適

用検討事例 7)も報告されており，GGBFS は，多様な用途

や高置換率での使用が期待されている。 

本研究は，使用骨材の全てを低品質再生骨材とし，結

合材に AAM を用いた環境配慮型コンクリートの路面温

度上昇抑制型のインターロッキングブロック(IL ブロッ

ク)への適用性について検討を行った。 

 

2. 実験概要 
2.1 使用材料 
表－1に使用材料，表－2に結合材の主要品質，表－3

*1 名城大学大学院 理工学研究科環境創造学専攻 修士(工学) (学生会員)   

*2 名城大学 理工学部環境創造工学科 教授 博士(工学) (正会員) 

*3 名城大学大学院 理工学研究科社会環境デザイン工学専攻 博士(工学) (学生会員) 

*4 鹿島道路（株） 技術開発総合センター技術研究所 修士(工学) 

 

表－1 使用材料 

使用材料 記号 備考 
再生細骨材 RLS JIS A 5023 附属書 A 
再生粗骨材※ RCG 40~5mm 

普通ポルトランド
セメント OPC JIS R 5210 

高炉スラグ微粉末 GGBFS JIS A 6206，高炉スラグ微粉
末 4000 

アルカリ刺激剤 A Ca(OH)2:61.6%，CaCO3:38.4% 
上水道水 W - 
高性能 AE 減水剤 SP ポリカルボン酸系化合物 

空気量調整剤 Ad 変性ロジン酸化合物系陰イ
オン界面活性剤 

※JIS A 5023 附属書の規定のうち，粒度が満足しない。 

項目 OPC GGBFS 
密度(g/cm3) 3.15 2.89 
比表面積(cm2/g) 3400 4420 

凝結 
水量(%) 27.8 - 
始発(h-min) 2-03 - 
終結(h-min) 3-31 - 

安定性 パット法 良 - 

圧縮強さ 
(N/mm²) 

3d 30.9 - 
7d 45.1 - 
28d 61.2 - 

水和熱(J/g) 7d 338 - 
28d 393 - 

化学成分(%) 

酸化マグネシウム 1.3 5.1 
三酸化硫黄 2.0 2.1 
強熱減量 2.5 0.8 
全アルカリ 0.57 0.53 
塩化物イオン 0.02 0.01 

フロー値比(%) - 97 

活性度指数(%) 
材齢 7 日 - 72 
材齢 28 日 - 99 
材齢 91 日 - 108 

 

表－2 結合材の主要品質 
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に骨材の主要品質を示す。また，図－1 に再生骨材の製

造フロー，図－2 に 40~0mm の再生砕石(RC-408))の粒度

分布，図－3 に使用骨材の粒度分布を示す。測定は RC-

40 で 1 回，再生細骨材(RLS)，再生粗骨材(RCG)は各 2 回

実施した。また，RCG は JIS A 5023 附属書 A と RC-40 の

規定値を併記した。結合材は，GGBFS(JIS A 6206: 高炉

スラグ微粉末 4000)と A による AAM，比較用に OPC(JIS 

R 5210)を用いた。なお，A は食用カルシウム製造時に発

生する副産物で，成分構成は Ca(OH)2 が 61.6%，CaCO3

が 38.4%である。再生骨材は，原コンクリートの起源が

不明なコンクリート塊を破砕処理し，5mm以下の RLS お

よび 40~5mm の RCG を製造するため，事前に RLS，RCG

の収率を検討した結果，7mm の振動ふるいを用いて RC-

40 を分級した。再生骨材の品質は，粒度では，図－3に

示すように，RLS は JIS A 5023 附属書 A の規定を満足す

る。一方，RCG は規定を満足しないが，概ね RC-40 の規

定の範囲にある。吸水率，微粒分量，塩化物量，不純物

量は，RLS，RCG ともに JIS A 5023 附属書 A の規定を満

足した。なお，RCG のアルカリシリカ反応性による区分

は A(無害)である。練混ぜ水には上水道水を用いた。 

2.2 配(調)合 
本検討では，IL ブロックに加え，路面温度上昇抑制値

試験用コア供試体の採取，屋外暴露試験の温度測定が容

易な平板を用いた。表－4に IL ブロックおよび平板の配

(調)合概要を，表－5に平板のうち，密粒度アスファルト

混合物の配(調)合概要および混合物性状を示す。RCG は，

粒度の JIS A 5023 附属書 A と RC-40 の規定を満足しない

ことから，細骨材率(s/a)および単位水量を調整した。 

(1) IL ブロック 
IL ブロックは，OPC を用いた水結合材比(W/B)を 41%

とした比較用の No. 1-A，AAM による W/B を 35%とし

た No. 2-Aの 2 種類の試料を用意した。試し練りにより，

s/a は No. 1-A では 44.4%，No. 2-A では 50.0%，単位水量

は No. 1-A では 164kg/m3，No. 2-A では 175 kg/m3 とし

た。いずれも目標スランプは 8±2.5cm，目標空気量は

4.5±1.5%とした。化学混和剤は，高性能 AE 減水剤(SP)に

はポリカルボン酸系化合物，空気量調整剤(Ad)には変性

ロジン酸化合物系陰イオン界面活性剤を用いた。 

(2) 平板 
平板は，No. 1-B は No. 1-A と同配(調)合，No. 2-B は

No. 2-A と同配(調)合とした。比較用として，No. 3-B に

使用材料と配(調)合は不明であるが，JIS A 5371 附属書 B

の規定による配(調)合の製品(JIS コンクリート平板)，No. 

4-B に密粒度アスファルト混合物による平板の合計 4 種

類の試料を用意した。 

表－3 骨材の主要品質 

試験項目 試験方法 RLS RCG 
絶乾密度(g/cm3) JIS A 1109, 

JIS A 1110 
1.99 2.26 

吸水率(%) 12.5 6.0 
粗粒率(F.M.) JIS A 1102 3.37 6.67 
実積率(%) JIS A 1104 65.8 62.8 
粒形判定実積率(%) JIS A 5005 57.3 - 
微粒分量(%) JIS A 1103 8.5 0.5 
塩化物量(%) JIS A 1154 0.01 0.01 
400kN 破砕値(%) BS 812-110 - 22.1 
10%破砕力(kN) BS 812-111 - 187 
すり減り減量(%) JIS A 1121 - 22.5 
安定性(%) JIS A 1122 - 42.0 

不純物量 
(mass%) 

A 

JIS A 5021 附属書 B 

0.9 2.0 
B 0 0 
C 0 0 
D 0 0 
E 0 0 
F 0 0 
G 0 0.1 

合計 0.9 2.1 
アルカリシリカ反応性 JIS A 5021 附属書 D - A(無害) 
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2.3 試験項目，試験方法および実施内容 
試験項目および試験方法を表－6 に示す。また，試験

実施内容を表－7に示す。供試体は，JIS A 1138 に基づい

て作製した。なお，一部は屋外近傍で作製した。 

(1) フレッシュ性状 
フレッシュ性状のうち，スランプ，スランプフロー，

空気量，単位容積質量は，試験誤差を確認するために，

連続して 2 回/1 バッチで実施した。コンクリート温度，

塩化物含有量については 1 回/1 バッチで実施した。 

(2) 強度特性 
IL ブロックの規定値(曲げ強度:3N/mm2以上，または圧

縮強度:17N/mm2以上)に対して，No. 1-A と No. 2-A は，

曲げ強度および圧縮強度試験を実施した。供試体は，幅

100mm×長さ 200mm×厚さ 60mm の JIS A 5371 附属書 B

の推奨仕様 B-3 の規定に適合する IL ブロックとした。

曲げ強度試験の供試体は，1 日間気中養生し，脱型後，

所定材齢まで 20±3℃の水中養生(標準養生)した。圧縮強

度試験の供試体は，1 日間気中養生し，脱型後，所定材

齢まで標準養生した後，IL ブロック供試体からコア供試

体(直径 80mm×高さ 60mm)を採取した。試験材齢はいず

れも 7 日，28 日，91 日で実施した。なお，供試体数はそ

れぞれ材齢毎に 4 個作製し，その平均値とした。 

(3) 保水性 
保水性 IL ブロックの規定値(保水量:0.15g/cm3以上，吸

上げ率:70%以上)に対して，保水性の確認は，保水量およ

び吸上げ率試験を実施した。供試体は，幅 100mm×長さ

200mm×厚さ 60mm の JIS A 5371 附属書 B の推奨仕様 B-

3 の規定に適合する IL ブロックとした。供試体は，1 日

間気中養生し，脱型後，標準養生した。試験材齢は AAM

の効果を確認するために，強度試験と同様の材齢で実施

した。所定材齢の 24 時間前に温度 105±5℃の乾燥機に入

れ，乾燥後に常温まで冷却した供試体で吸上げ率を測定

し，24 時間吸水した後，保水量を測定した。測定値は 4

つの供試体の平均値とし，同じ供試体を用いて測定した。 

(4) 路面温度上昇抑制効果 
路面温度上昇抑制型 IL ブロックの規定値(路面温度上

昇抑制値:8.0℃以上)に対して，路面温度上昇抑制効果を

検討するために，供試体には幅 300mm×長さ 300mm×厚

さ 60mm の JIS A 5371 附属書 B の推奨仕様 B-1 の規定に

適合する平板を用いた。平板の No. 1-B，No. 2-B，No. 3-

B，No. 4-B の色による温度変化の影響を確認するため，

明度(L＊)を測定した。明度は舗装調査・試験法便覧 S0249)

に準拠して実施した。室内にて色彩色差計を用い，平板

からコア供試体(直径 100mm×高さ 60mm)を採取し，それ

ぞれ 9 つのデータを測定し，その平均値とした。また，

路面温度上昇抑制値を測定するため，照射ランプによる

試験項目 試験方法 備考 
スランプ JIS A 1101 

各 2 回測定した スランプフロー JIS A 1150 
空気量 JIS A 1128 

単位容積質量 JIS A 1116 
コンクリート温度 JIS A 1156 - 
塩化物含有量 JIS A 5023 モール法 
曲げ強度 JIS A 5371 附属

書 B(規定)舗装・
境界ブロック類 
推奨仕様 B-3 

材齢：7 日，28 日，
91 日 

圧縮強度 
保水量 
吸上げ率 

明度 
舗装調査・試験
法便覧 S0249) 色彩色差計による 

路面温度 
上昇抑制値 

室内試験 
(JIPEA-TM-1410)) 

材齢 28 日以降に 
実施。測定方法：
A 法，B 法 

屋外暴露試験 測定時間 2.5 時間 
 

表－6 試験項目および試験方法 

評価項目 
IL ブロック 平板 
No. 1 

-A 
No. 2 

-A 
No. 1 

-B 
No. 2 

-B 
No. 3 

-B 
No. 4 

-B 
スランプ 〇 〇 〇 〇 - - 

スランプフロー 〇 〇 〇 〇 - - 
空気量 〇 〇 〇 〇 - - 

単位容積質量 〇 〇 〇 〇 - - 
コンクリート温度 〇 〇 〇 〇 - - 
塩化物含有量 〇 〇 〇 〇 - - 
曲げ強度 〇 〇 - - - - 
圧縮強度 〇 〇 - - - - 
保水量 〇 〇 - - - - 

吸上げ率 〇 〇 - - - - 
明度 - - 〇 〇 〇 〇 

路面温度上昇抑制値 - - 〇 〇 〇 〇 
※ 〇：試験実施 

表－7 試験実施内容※ 

表－4 ILブロックおよび平板の配(調)合概要 

種類 No. W/B 
(%) 

s/a 
(%) 

A 置換率
(%) 

単位量(kg/m3) 化学混和剤(B×%) 

W B RLS RCG SP Ad OPC GGBFS A 

IL ブロック 1-A 41 44.4 - 164 400 - - 661 885 1.0 0.01 
2-A 35 50.0 13.8 175 - 431 69 672 720 1.0 0.01 

平板 

1-B 41 44.4 - 164 400 - - 661 885 0.8 0.01 
2-B 35 50.0 13.8 175 - 431 69 672 720 1.5 0.01 
3-B JIS A 5371 附属書 B(JIS コンクリート平板) 
4-B 密粒度アスファルト混合物(表－5による) 

 

材料(%) アスファルト量 
(%) 

密度 
(g/cm3) 

空隙率 
(%) 

安定度 
(kN) 

フロー値 
(1/100cm) 6 号砕石 7 号砕石 砕砂 細目砂 石粉 

32 22 30 10 6 5.7 2.376 3.8 9.85 31 
 

表－5 密粒度アスファルト混合物の配(調)合概要および混合物性状 
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供試体の表面温度を測定した。さらに，実環境下での路

面温度の違いを屋外暴露試験により評価した。照射ラン

プによる供試体の表面温度の測定は JIPEA-TM-1410)に準

拠して室内試験を実施した。室内試験は平板からコア供

試体(直径 100mm×高さ 60mm)を採取し，気乾状態のコア

供試体を温度 30±1℃，相対湿度 50±5%の恒温・恒湿室内

で 5 時間以上養生し，浸水養生しない A 法と 30±1℃に

調整した水槽内で試験開始 1 時間前に浸水養生をする B

法で材齢 28 日以降に実施した。No. 4-B の表面温度が 3

時間後に 60±1℃になる高さを基準とし，ランプを 3 時間

照射後，No. 1-B，No. 2-B，No. 3-B の表面温度を A 法，

B 法で各 2 回ずつ測定し，その平均値とした。 

屋外暴露試験は，平板を試験前に室内同一温度条件下

で養生をした後，屋外へ運搬し，上面から各平板中心か

ら右半面に上水道水を散水(総量 1000g/m2)し，散水して

いない左半面と分割してそれぞれ測定した。測定時間は

2.5時間まで 0.5時間毎に表面温度をサーモグラフィカメ

ラの熱画像により測定した。 

 

3. 実験結果 

 表－8にフレッシュ性状試験結果を，表－9に強度，保

水性，明度試験結果を示す。 

3.1 フレッシュ性状 
(1) スランプ，スランプフローおよび空気量 
SPは結合材質量の 0.8~1.5%，Adは 0.01%で添加した。

これにより，空気量は全ての配(調)合で目標値を満足し

たが，No. 2-B のスランプは満足しなかった。スランプフ

ローは 21.5~30.5cm であった。No. 2-A は，AAM の使用

により No. 1-A に対し，単位水量は異なるが，同程度で

あった。No. 2-B は，No. 2-A に比べて 8.0~9.5cm 大きく

なった。JIS A 5371 附属書 B 表 B.3 によると，「耐久性の

照査は，水セメント比(W/C)，又は W/C 及び空気量が同

等で，かつ，製造方法が同様の実績によってもよい。」と

規定されている。このため，平板の No. 2-B については，

空気量が目標値を満足するよう化学混和剤量を調整し，

材料分離が発生しないことを確認して供試体を作製した。 

(2) 単位容積質量 
単位容積質量は，No. 1-A，No. 1-B の 2081~2119kg/m3

に対して，No. 2-A，No. 2-B は 2030~2107kg/m3と小さく

なる傾向がみられた。これは GGBFS の密度が OPC より

小さいことによる。 

(3) コンクリート温度 
コンクリート温度は，No. 1-A，No. 1-B の 18℃，28℃

に対して，No. 2-A，No. 2-B では 17℃，25℃であった。

No. 1 に対して No. 2 は，A では 1℃，B では 3℃低くな

ったが，使用材料等の影響は明確にはみられなかった。

なお，No. 1-B，No. 2-B については，夏季に屋外近傍で

作製したため，コンクリート温度は高めであった。 

(4) 塩化物含有量 
塩化物含有量は，No. 1-A，No. 1-B，No. 2-A，No. 2-B

の全ての試料で JIS A 5308 の規制値である 0.30kg/m3 以

下を満足した。No. 2-A，No. 2-B は No. 1-A，No. 1-B に

対して小さくなった。これは，表－2より，No. 1 の結合

材である OPC の塩化物イオンは 0.02%であるのに対し，

No. 2の結合材であるGGBFSは0.01%であることによる。 

3.2 強度特性 
圧縮強度のコア供試体は，高さの直径に対する比が

1.00 を下回ったことから，JIS A 5371 附属書 B-3 に示さ

れている補正係数を参考に高さの直径に対する比0.75に

おける補正係数 0.93 として圧縮強度を換算した。なお，

コア供試体の直径が JIS A 1107 に示されている「コア供

試体の直径は，一般に粗骨材の最大寸法の 3 倍以上とす

る。」規定を満足していないことから参考値とした。 

(1) 曲げ強度 
曲げ強度は，材齢 7 日時から No. 1-A，No. 2-A ともに

規定値の 3.0N/mm2以上を満足した。 

(2) 圧縮強度 
コア供試体の圧縮強度は，材齢 91 日においても規定

No.  スランプ(cm) スランプフロー(cm) 空気量※(%) 単位容積質量(kg/m3) コンクリート温度(℃) 塩化物含有量(kg/m3) 
1-A 10.0，10.0 22.5，21.5 4.1，4.2 2119，2081 18 0.12 
2-A 8.0，7.0 22.5，21.0 4.7，4.9 2030，2036 17 0.06 
1-B 5.5，5.5 21.5，21.5 4.2，3.8 2096，2109 28 0.12 
2-B 16.0，17.0 30.5，30.5 5.3，4.5 2031，2107 25 0.06 
※骨材修正係数：1.1% 

表－8 フレッシュ性状試験結果 

No.  曲げ強度(N/mm2) 圧縮強度(N/mm2) 保水量(g/cm3) 吸上げ率(%) 
明度(L*) 7 日 28 日 91 日 7 日 28 日 91 日 7 日 28 日 91 日 7 日 28 日 91 日 

1-A 4.5 4.6 5.6 9.7 11.6 12.2 0.16 0.14 0.12 24 19 20 - 
2-A 3.3 4.0 4.9 6.4 7.4 9.4 0.16 0.13 0.12 21 18 17 - 
1-B - - - - - - - - - - - - 63.9 
2-B - - - - - - - - - - - - 78.1 
3-B - - - - - - - - - - - - 64.8 
4-B - - - - - - - - - - - - 28.0 

規定値 3.0 以上 17.0 以上 0.15 以上 70 以上 - 
 

表－9 強度・保水性・明度試験結果 
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値の 17.0N/mm2以上を満足しなかった。No. 1-A，No. 2-

A のいずれも材齢 91 日まで強度が増加傾向を示したも

のの，規定値を満足しなかった。このため，強度増加の

ために，W/B を低減させることによる組織の緻密化 11)や

強度低下の要因となる再生骨材中の付着モルタル・付着

ペースト部分を強制炭酸化により，緻密化させた改質再

生骨材 12)を用いる等の対策を検討する必要がある。 

3.3 保水性 
(1) 保水量 
保水量は，材齢 7 日では規定値の 0.15g/cm3 以上を満

足したが，材齢 28 日，91 日では徐々に低下する傾向が

みられ，規定値を満足しなかった。これは，保水性を確

保するためには，空隙の大きさを適切に確保することが

重要とされており 13)，ほぼ同一の気孔率では気孔径が大

きくなるとともに透水係数は大きく増加している 14)こ

とから，空隙を増やすのみでは保水性は向上せず，透水

したことによるものと考えられる。 

(2) 吸上げ率 
吸上げ率は，規定値の 70%以上を満足しなかった。 

3.4 路面温度上昇抑制効果 
図－4 に室内試験として路面温度上昇抑制値試験結果

を示す。屋外暴露試験については，写真－1 に屋外暴露

試験状況を，図－5 にサーモグラフィカメラの熱画像に

よる測定結果を示す。 

(1) 明度 
明度は，No. 2-B の AAM を使用した環境配慮型コンク

リートが最も大きかった。 

(2) 室内試験 
室内試験による路面温度上昇抑制値試験結果は，No. 1-

No. 0 時間後 0.5 時間後 1.0 時間後 1.5 時間後 2.0 時間後 2.5 時間後 

1-B 

左面温度 30.4℃ 左面温度 36.4℃ 左面温度 42.4℃ 左面温度 43.5℃ 左面温度 46.1℃ 左面温度 46.7℃ 
右面温度 29.6℃ 右面温度 34.2℃ 右面温度 39.8℃ 右面温度 42.4℃ 右面温度 45.5℃ 右面温度 46.8℃ 

      

2-B 

左面温度 27.8℃ 左面温度 35.0℃ 左面温度 37.3℃ 左面温度 36.7℃ 左面温度 39.7℃ 左面温度 40.7℃ 
右面温度 25.9℃ 右面温度 26.6℃ 右面温度 33.1℃ 右面温度 35.4℃ 右面温度 38.0℃ 右面温度 39.8℃ 

      

3-B 

左面温度 30.5℃ 左面温度 38.2℃ 左面温度 42.4℃ 左面温度 43.9℃ 左面温度 45.6℃ 左面温度 48.5℃ 
右面温度 28.5℃ 右面温度 37.7℃ 右面温度 42.5℃ 右面温度 44.0℃ 右面温度 45.9℃ 右面温度 49.6℃ 

      

4-B 

左面温度 36.4℃ 左面温度 44.7℃ 左面温度 49.1℃ 左面温度 52.9℃ 左面温度 54.1℃ 左面温度 56.8℃ 
右面温度 32.4℃ 右面温度 43.0℃ 右面温度 49.5℃ 右面温度 53.4℃ 右面温度 55.7℃ 右面温度 59.2℃ 

      
 図－5 サーモグラフィカメラの熱画像 

60℃ 

10℃ 

写真－1 屋外暴露試験状況 

No. 2-B 
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No. 4-B 

図－4 室内試験による路面温度上昇抑制値試験結果 
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B，No. 2-B に加えて No. 3-B を比較として実施した。No. 

4-B の基準である規定値の 8.0℃以上を No. 1-B と No. 2-

B は満足したが，No. 3-B は満足しなかった。また，No. 

2-B は浸水することで路面温度上昇抑制値が大きく向上

した。これは，材質により効果に相違はあるものの，舗

装体に保水させることで，温度上昇を低減させることが

できる 15)ものと考えられる。さらに，明度が大きいこと

が路面温度上昇抑制値に影響を与えている可能性が考え

られるが，浸水に伴って路面温度上昇抑制値がさらに大

きくなったことから，GGBFS の保水性ならびに低品質再

生骨材の吸水率が影響したものと考えられる。保水性は，

OPC を用いた場合に比べて GGBFS の総細孔量が多くな

る 16)影響による。 

(3) 屋外暴露試験 
図－5より，2.5 時間時の No. 2-B と No. 4-B の最高温

度を比較すると左半面の散水なしでは 16.1℃，右半面の

散水ありでは 19.4℃の温度上昇抑制効果が認められた。

2.5 時間後においても，No. 2-B は水分を保水しているた

め表面温度は低い結果を示したが，No. 1-B，No. 3-B，No. 

4-B は散水した水分が全て蒸発したこと，散水した西側

の日射が強かったことから散水ありの表面温度が高くな

った。No. 1-B より GGBFS を用いた No. 2-B が多くの水

分を保持し，路面温度上昇抑制効果が認められている。 

 

4. まとめ 

使用骨材の全てを低品質再生骨材とし，結合材にAAM

を用いた環境配慮型コンクリートの IL ブロックへの適

用性について検討を行った。 

(1) フレッシュ性状は，化学混和剤量の調整により空気

量の目標性能を確保することが可能である。 
(2) 強度は，曲げ強度では材齢 7 日時点から規定値を満

足した。一方，参考値ではあるが，圧縮強度は規定値

を満足しなかったため，W/B の低減，再生骨材の改

質等の対策を検討する必要がある。 
(3) 保水性は，保水量は材齢 7 日のみ規定値を満足した。

吸上げ率は規定値を満足しなかった。 
(4) 路面温度上昇抑制値は，室内試験で規定値を満足し

た。また，室内試験と屋外暴露試験ともに GGBFS の

保水性により，温度上昇抑制効果が向上した。 
 以上より，環境配慮型コンクリートは，曲げ強度およ

び路面温度上昇抑制値の規定値を満足したことから，路

面温度上昇抑制型 IL ブロックへの適用可能性がある。 

今後は，長期的な耐久性を分析するとともに，実施工

による路面温度上昇抑制効果の確認が必要となる。 
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